
 
～産学官連携・地域貢献活動による地域振興を目指して～ 

 

 

 

 

高崎市では、地域が抱える身近な課題に、大学と企業等が共同で取り組む産学連携を

促進させると共に、大学が持つ知的資源、特に地域課題を解決するノウハウを広く紹介

するため、新島学園短期大学、高崎商科大学・高崎商科大学短期大学部、群馬パース大

学、高崎健康福祉大学、上武大学、育英大学・育英短期大学による合同事例発表会を開

催します。 

この発表会は、学生が地域貢献活動や新たなビジネスアイデアの展開を研究し、発表

することにより、地域経済の活性化や地域産業の振興に貢献することを目的としていま

す。 

 皆様のご参加をお待ちしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加を希望される方は、事前のお申込みをお願いいたします。 

 

◎申込方法 裏面「参加申込書」に必要事項をご記入の上、ＦＡＸかメール、 

または電話で２月１２日（水）までにお申込みください。 

 

主 催  高崎市 

共 催  新島学園短期大学 

高崎商科大学・高崎商科大学短期大学部 

群馬パース大学 

高崎健康福祉大学 

上武大学 

育英大学・育英短期大学 

高崎商工会議所 

後 援  経済産業省関東経済産業局、群馬県、 

（公財）群馬県産業支援機構、 

ＮＰＯ法人北関東産官学研究会 

 

 

 

 

 

 

 

◆問合せ・申込先 

高崎市商工観光部 産業政策課産業創造館 

〒370-0854 高崎市下之城町 584-70 

        高崎市産業創造館内 産学官連携室 

TEL：027-320-2808／FAX 027-346-2140  

E-mail：sansoukan@city.takasaki.gunma.jp 

mailto:sansoukan@city.takasaki.gunma.jp


 
 

◎プログラム 

【基調講演】 高崎商科大学・高崎商科大学短期大学部 

学長 築 雅之 

社会連携センター長 前田 拓生 

 

【成果報告】   
 

◇新島学園短期大学 

未就園の子どもと保護者を対象にした子育て支援活動である「チャイルド広場」と、キリ

スト教精神に基づき年に数回行われる学生・教職員を越えた交わりの場を提供するイベント

である「わかちあいカフェ」について報告します。 
 

◇高崎商科大学・高崎商科大学短期大学部 

本学は、上信電鉄沿線の「地（知）の拠点大学」として、沿線地域の活性化および地域貢

献活動に取り組んでいます。今回は企業連携(3.5 本の矢プロジェクト)の事例として商品開発

プロジェクトに関する発表、地域連携の事例として自治体との連携事業について発表します。 
 

◇群馬パース大学 

障がいのある方の困難は、障がいそのものではなく、社会の環境やそれを変えようとしな

い社会に原因があります。そうした社会を変え、全ての人が暮らしやすい「共生の街づくり」

に学生がチャレンジする「地域参加支援演習」の実践と成果について報告します。 
 

◇高崎健康福祉大学 

地域高齢者の健康支援を目的とし、前橋市内の老人福祉センターで保健師課程の学生によ

る健康教育を実施しています。高齢者の健康課題に合わせたテーマ選定、高齢期の特徴をふ

まえた教材作成から実践までの健康教育の企画・運営のプロセスについて報告します。 
 

◇上武大学 

トレーナー部は各種競技会での出場選手のケア、また硬式野球部は荒巻悠選手（巨人軍ド

ラフト３位）らが障がい者福祉施設で野球教室を行いました。柔道整復師を目指す学生の職

業意識高揚やハンディキャップをもつ方々から学んだスポーツの力などを発表します。 
 

◇育英大学・育英短期大学 

①学生主体の子育て支援活動に関する事例研究、②高齢者との e スポーツコミュニケーシ

ョン、③ぐんまと自然と私―子どもたちの『遊×食×音』を広めよう・・―、④小学校及び

中学校の体育行事へのボランティア活動の成果と課題を報告します。 
 

【講  評】 高崎経済大学名誉教授  大宮 登 

 

 ≪参加申込書≫ 

産業政策課産業創造館 市内私立大学・短期大学連携事例発表会係 行 

氏  名  

住  所 
〒    ― 

連絡先 TEL   (  )    /FAX    (  ) 

 ※ご記入いただいた内容は、本発表会に関する目的以外に利用いたしません。 

FAX 027-346-2140 


